
　
　

東
寺
観
智
院
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
経
保
安
四
年
点
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松　

本　

光　

隆

　
　
　

は
じ
め
に

　

­­­

京
都
東
寺
観
智
院
に
は
、
第
十
四
函
第
四
号
と
し
て
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
経
四
巻
が
所

蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
資
料
に
は
、
奥
書
が
存
し
て
、
巻
第
一
に
は
以
下
の
奥
書
が
存
す
る
。

　
　
（
巻
第
一
）　　
　
　
　
　
　
　
　

一
交
了

　
　
　
　
　
　　
（
朱
書
）「
本
円
堂
點
也
而
後
改
爲
テ
ニ
ハ
點

　
　
　
　
　
　
　
　
　

彼
付
三
本
者
東
寺
大
經
藏
三
十
帖
本
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
點
中
院
本
也
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
安
四
年
（
一
二
二
三
）
四
月
廿
九
日
傳
受
了
」

　
　
　
　
（
別
筆
・
賢
賀
筆
）「
寶
暦
第
五
乙
亥
歳
（
一
七
五
五
）
五
月
小
盡
日
修
補
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

僧
正
賢
賀
住　

世

七
十
二

」

と
あ
る
資
料
で
、
保
安
四
年
の
朱
の
伝
受
奥
書
と
、
宝
暦
五
年
の
賢
賀
の
修
補
奥
書
と
が
存
す

る
。
保
安
四
年
の
奥
書
に
は
、
こ
の
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
経
に
は
、
元
々
は
円
堂
点
が
加

点
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
後
に
改
め
て
「
テ
ニ
ハ
點
」
を
加
点
し
た
と
あ
る
。
朱
書
奥
書
の

二
行
目
は
解
釈
に
は
不
詳
な
部
が
あ
っ
て
、「
彼
」
の
指
す
と
こ
ろ
が
不
分
明
で
あ
る
。
仮
に

以
下
の
よ
う
な
試
読
の
読
み
下
し
文
を
掲
げ
て
み
る
。

　
　

○
彼
の
付
し
た
る
三
つ
、
本
は
東
寺
大
經
藏
の
三
十
帖
本
な
り
。
了
ん
ぬ
。

文
末
の
「
了
」
は
、
移
点
作
業
が
了
っ
た
程
の
意
味
で
あ
ろ
う
と
理
解
す
る
。

　
「
三
本
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
東
寺
観
智
院
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
経
加
点
の
三
種
の

訓
点
の
出
自
を
指
す
も
の
で
あ
る
と
解
釈
し
て
お
く
。「
東
寺
大
經
藏
三
十
帖
」
も
不
分
明
で
、

三
種
の
訓
点
の
親
本
が
東
寺
大
経
蔵
所
蔵
の
三
十
帖
冊
子
を
出
自
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
謂

で
あ
ろ
う
と
解
す
る
。

　

後
節
に
詳
し
く
述
べ
る
が
、
今
、
保
安
四
年
の
伝
受
に
使
わ
れ
た
当
該
の
金
剛
頂
瑜
伽
中
略

出
念
誦
経
に
は
親
本
が
あ
っ
た
と
思
し
く
、
そ
の
親
本
で
あ
る
東
寺
の
三
十
帖
冊
子
に
は
三
種

の
加
点
が
あ
っ
て
「
円
堂
點
」
と
「
テ
ニ
ハ
點
」
と
が
あ
り
、
三
種
目
の
訓
点
は
、
高
野
山
中

院
の
本
出
自
で
あ
っ
て
本
文
左
側
に
加
点
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
の
奥
書
の
記
載
で
あ
る

と
解
釈
し
て
お
き
た
い
。

　
　

第
一
節　

ヲ
コ
ト
点
研
究
史
と
東
寺
観
智
院
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
経
保
安
四
年
点

　

こ
の
東
寺
観
智
院
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
経
保
安
四
年
点
は
、
漢
文
訓
読
語
史
研
究
史

に
お
い
て
、
夙
に
中
田
祝
夫
博
士
が
「
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究　

総
論
篇
」（
昭
和
二
十
九

年
五
月
、
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
）
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
、
東
大
寺
点
の
呼
称
と
し
て
「
テ
ニ

ハ
點
」
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
円
堂
点
を
東
大
寺
点
に
改
め
た
と
言
う
奥
書
が
あ
る
こ
と

に
注
意
を
払
わ
れ
た
資
料
と
し
て
著
名
で
あ
る
。

　

ヲ
コ
ト
点
の
研
究
史
に
お
い
て
、
中
田
祝
夫
博
士
は
、
ご
著
書
「
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
」

の
業
績
に
よ
っ
て
そ
れ
ま
で
の
ヲ
コ
ト
点
の
認
識
を
深
め
大
き
く
飛
躍
さ
せ
ら
れ
た
。
訓
点
資

料
を
博
捜
さ
れ
て
、
ヲ
コ
ト
点
の
形
式
と
ヲ
コ
ト
点
の
使
用
者
の
系
統
と
の
相
関
関
係
を
実
証

的
に
解
明
さ
れ
た
。
こ
の
知
見
は
後
、
各
々
の
訓
点
資
料
の
言
語
的
性
格
を
推
定
す
る
際
に
大
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き
な
手
が
か
り
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
て
研
究
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
。
即
ち
、
あ
る
訓

点
資
料
の
言
語
の
成
立
環
境
を
問
題
に
し
よ
う
と
す
る
時
の
手
が
か
り
は
、
奥
書
や
資
料
に
書

き
入
れ
ら
れ
た
言
語
主
体
を
限
定
す
る
情
報
に
求
め
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
奥
書
や
書
き
入
れ

の
手
が
か
り
の
な
い
資
料
も
夥
し
い
数
に
登
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
情
報
の
な
い
訓
点

資
料
で
あ
っ
て
も
、
ヲ
コ
ト
点
の
存
在
に
依
っ
て
加
点
者
の
言
語
環
境
が
推
定
さ
れ
位
置
づ
け

ら
れ
て
漢
文
訓
読
語
史
が
論
じ
ら
れ
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
き
た
。
漢
文
訓
読
語
史
研
究
に
お

い
て
共
時
的
に
言
語
の
位
相
を
考
え
よ
う
と
す
る
場
合
、
そ
の
共
時
体
は
一
般
に
宗
派
流
派
の

単
位
で
設
定
さ
れ
て
き
た
。
共
時
的
な
言
語
集
団
の
単
位
は
、
使
用
言
語
の
質
の
同
じ
も
の
を

持
っ
て
設
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
共
時
的
な
言
語
集
団
単
位
に
宗
派
流
派
が
設

定
の
基
礎
と
な
っ
た
の
に
は
、
宗
教
史
的
な
影
響
か
ら
の
視
点
で
の
集
団
設
定
も
大
き
か
ろ
う

が
、
中
田
祝
夫
博
士
の
構
築
さ
れ
た
研
究
成
果
を
基
と
し
て
の
認
識
も
更
に
大
き
く
影
響
し
て

い
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
即
ち
、
ヲ
コ
ト
点
と
言
う
表
記
面
で
の
言
語
要
素
の
類
型
的
類
別

が
、宗
派
流
派
に
附
合
す
る
こ
と
も
宗
派
流
派
単
位
の
共
時
的
言
語
集
団
設
定
の
後
押
し
を
し
、

蓋
然
性
を
保
証
を
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
認
め
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
ヲ
コ
ト
点
の
種
類
に
依
存
し
て
の
宗
派
流
派
単
位
の
共
時
的
な
言
語
集
団
の
設
定

は
現
時
点
に
お
い
て
見
直
す
べ
き
必
要
性
が
あ
ろ
う
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
漢
文
訓
読

語
史
研
究
史
に
お
け
る
宗
派
流
派
を
基
と
し
た
言
語
集
団
の
設
定
は
汎
時
代
的
な
色
彩
が
あ
っ

て
、
宗
派
流
派
の
歴
史
性
と
か
宗
派
の
個
性
や
宗
派
流
派
に
所
属
す
る
個
々
人
の
性
格
に
は
思

考
が
及
ば
ぬ
ま
ま
で
、
言
語
集
団
の
設
定
の
妥
当
性
を
真
剣
に
は
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
少
な

か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
宗
派
流
派
単
位
を
そ
の
ま
ま
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
た
共
時
的
な
言
語
集
団
の
設
定
と

言
う
の
は
理
屈
は
付
け
や
す
い
が
、
極
め
て
単
純
な
発
想
で
あ
り
、
仏
書
に
お
け
る
宗
派
流
派

単
位
の
設
定
は
、
漢
籍
訓
読
に
お
け
る
漢
文
訓
読
語
の
共
時
的
分
析
が
博
士
家
単
位
で
成
果
を

上
げ
て
来
た
と
言
う
研
究
史
に
依
存
し
て
、
仏
書
訓
読
語
の
分
析
に
も
安
直
に
援
用
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
説
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る（

１
）。
稿
者
は
、
漢
籍
訓
読
語
の
実
態
と
し
て
、

博
士
家
単
位
で
の
規
範
的
価
値
観
を
背
負
っ
た
訓
読
語
が
実
現
さ
れ
て
居
た
こ
と
自
体
を
否
定

し
た
訳
で
は
無
く
、
規
範
的
価
値
観
を
背
負
っ
た
訓
読
語
の
実
現
は
、
漢
籍
訓
読
語
の
一
部
分

の
実
態
で
あ
っ
て
、
漢
籍
訓
読
の
全
体
を
覆
い
尽
く
し
た
も
の
で
は
無
い
と
考
え
て
い
る
。
平

安
鎌
倉
時
代
の
漢
籍
訓
読
は
、
実
は
多
様
な
実
態
が
あ
っ
て
、
漢
籍
訓
読
語
史
研
究
に
お
け
る

共
時
的
言
語
集
団
の
単
位
設
定
は
、
今
後
、
漢
籍
訓
読
の
多
様
な
実
態
に
合
わ
せ
て
多
様
に
設

定
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

仏
書
訓
読
に
お
け
る
漢
文
訓
読
語
の
共
時
的
解
明
を
目
指
し
て
の
言
語
集
団
の
設
定
が
、
宗

派
流
派
単
位
が
専
ら
で
来
た
の
は
、
旧
稿
に
も
説
き
右
に
も
触
れ
た
如
く
、
漢
籍
訓
読
に
お
け

る
博
士
家
単
位
で
の
言
語
集
団
設
定
の
類
推
に
よ
る
も
の
で
、
か
か
る
言
語
集
団
設
定
の
妥
当

性
の
論
拠
と
し
て
は
、
仏
教
の
世
界
に
お
け
る
宗
派
流
派
単
位
の
仏
法
の
相
承
が
念
頭
に
あ
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
し
、
宗
派
流
派
単
位
の
集
団
は
、
同
一
の
価
値
観
を
共
有
す
る
も
の
で
言

語
現
象
に
お
い
て
も
均
質
集
団
で
あ
っ
た
と
認
め
て
良
い
と
言
っ
た
幻
想
が
、
客
観
的
で
あ
る

べ
き
漢
文
訓
読
語
史
研
究
の
世
界
に
お
い
て
殆
ど
無
批
判
の
ま
ま
に
蔓
延
し
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
現
実
問
題
と
し
て
、
例
え
ば
平
安
時
代
の
台
密
に
し
て
も
、
東
密
に
し
て
も
、

密
教
的
価
値
観
は
多
様
な
様
相
を
産
ん
だ
よ
う
で
、
実
に
夥
し
い
分
派
を
生
成
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、宗
派
流
派
と
言
う
僧
侶
集
団
内
部
に
多
様
な
価
値
観
を
生
じ
て
い
た
証
で
あ
る
し
、

取
り
も
直
さ
ず
、
こ
と
ば
の
多
様
性
を
指
し
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
良
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

　

本
稿
に
取
り
上
げ
た
東
寺
観
智
院
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
経
保
安
四
年
点
は
、
右
の
宗

派
流
派
の
単
位
で
の
共
時
的
言
語
集
団
設
定
に
対
す
る
反
証
を
提
供
す
る
実
例
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
。
当
該
の
東
寺
観
智
院
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
経
保
安
四
年
点
に
は
、
三
種
の
訓

点
の
加
点
が
あ
る
。
一
つ
は
円
堂
点
で
、
平
安
時
代
後
半
期
に
は
真
言
宗
広
沢
流
仁
和
寺
や
真

言
宗
高
野
山
、
石
山
寺
で
の
使
用
例
が
多
い
。
二
つ
目
は
東
大
寺
点
で
、
南
都
や
真
言
宗
小
野

流
の
寺
院
、
真
言
宗
高
野
山
で
の
使
用
例
が
多
く
知
ら
れ
る
。
三
つ
目
は
中
院
本
―
中
院
僧
正

点
（
後
述
参
照
）
で
、主
と
し
て
真
言
宗
高
野
山
で
使
用
さ
れ
た
資
料
が
多
く
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
資
料
に
現
れ
て
い
る
漢
文
訓
読
語
を
分
析
対
象
と
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
で
共

時
的
な
言
語
集
団
を
設
定
す
る
か
と
言
う
視
点
か
ら
言
語
集
団
を
仮
設
し
て
見
れ
ば
、
従
来
に

多
く
採
ら
れ
た
言
語
集
団
の
設
定
は
、
真
言
宗
広
沢
流
、
真
言
宗
小
野
流
、
真
言
宗
高
野
山
の

規
模
で
設
定
さ
れ
て
分
析
さ
れ
始
め
る
事
が
多
か
っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う

し
た
設
定
が
妥
当
で
あ
る
の
か
否
か
の
検
証
が
必
要
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
中
田
祝
夫
博
士
が
該
当
資
料
に
注
目
さ
れ
た
の
は
、
巻
第
一
の
朱
書
伝
受
奥
書
に
、
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「
本
円
堂
點
也
而
後
改
爲
テ
ニ
ハ
點
」
と
あ
っ
て
、
本
来
最
初
に
加
点
さ
れ
た
訓
点
が
、
円
堂

点
で
あ
っ
た
も
の
を
、
東
大
寺
点
に
改
め
た
と
言
う
点
で
あ
っ
た
。
博
士
の
奥
書
解
釈
は
、
円

堂
点
で
加
点
さ
れ
た
訓
読
語
を
そ
の
ま
ま
で
東
大
寺
点
に
移
し
替
え
た
と
理
解
さ
れ
た
よ
う

で
、
訓
読
語
の
言
語
要
素
と
し
て
の
構
文
や
文
法
等
は
改
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
円
堂
点
の
訓

読
表
現
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
も
の
で
、
ヲ
コ
ト
点
と
言
う
表
記
面
を
改
め
た
も
の
で
あ
っ
た

と
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
解
釈
は
、
真
言
宗
広
沢
流
に
行
わ
れ
た

訓
読
語
が
表
記
面
以
外
は
そ
の
ま
ま
真
言
宗
小
野
流
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
理
解
さ
れ

て
、
平
安
時
代
後
半
期
に
お
け
る
訓
読
語
の
伝
承
に
関
し
て
の
注
目
す
べ
き
実
態
の
実
証
的
証

拠
資
料
と
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
中
田
博
士
の
歴
史
認
識
は
、
平
安
時
代
前
半
期
に
は
自

由
な
表
現
力
を
持
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
た
漢
文
訓
読
語
が
、
平
安
時
代
後
半
期
に
入
っ
て
一
字

一
句
が
師
資
間
に
伝
承
さ
れ
る
よ
う
な
謂
わ
ば
、
硬
直
化
し
た
言
語
表
現
へ
と
質
的
変
化
が
起

き
て
い
た
の
だ
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
中
田
博
士
は
、
東
寺
観
智
院
蔵
金
剛

頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
経
保
安
四
年
点
は
、
こ
う
し
た
歴
史
観
の
実
証
的
証
拠
資
料
と
し
て
の
意

味
合
い
を
見
出
さ
れ
る
と
認
定
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
下
、
東
寺
観
智
院
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
経
保
安
四
年
点
が
、
真
に
こ
う
し
た
中
田

博
士
の
認
識
を
支
え
る
資
料
で
あ
る
の
か
否
か
を
節
を
改
め
て
論
じ
て
み
た
い
。

　
　
　

第
二
節　

東
寺
観
智
院
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
経
保
安
四
年
点
に
お
け
る
円
堂
点　
　

　
　
　
　
　
　
　

の
訓
読
語
と
東
大
寺
点
の
訓
読
語
、
中
院
本
の
訓
読
語

　

先
ず
、
本
稿
に
取
り
上
げ
た
東
寺
観
智
院
蔵
金
剛
頂
略
出
念
誦
経
保
安
四
年
点
の
訓
点
加
点

状
況
を
、
巻
第
一
の
奥
書
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
記
述
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。

　

奥
書
に
は
、「
円
堂
點
」
の
呼
称
が
認
め
ら
れ
る
が
、
用
語
が
出
現
す
る
背
景
に
は
、
少
な

く
と
も
奥
書
の
記
載
者
で
あ
る
保
安
四
年
の
伝
授
の
受
者
に
は
、「
円
堂
點
」
と
言
う
語
形
に

背
負
わ
れ
た
具
体
的
な
実
態
が
認
識
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
そ
う
し
た
概
念
を
担
っ
た
円
堂
点

に
対
す
る
認
識
が
存
し
た
筈
で
あ
る
。
用
語
「
円
堂
點
」
の
使
用
者
に
は
当
時
の
そ
う
し
た
意

味
内
容
を
持
っ
て
奥
書
に
使
用
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
判
断
さ
れ
る
。
当
該
資
料

に
加
点
さ
れ
た
円
堂
点
は
、
擦
消
し
さ
れ
た
も
の
が
主
で
あ
る
。
例
え
ば
、

　

１
、諸
の
衆
生
を
利
（
し
）
三
身
を
得
令
（
め
む
）
か
爲
の
故
（
に
）（
以
下
略
）（
巻
第
一
・

　
　
　

円
堂
点
、
以
下
円
堂
点
の
擦
消
も
右
の
よ
う
に
表
記
し
て
一
々
に
注
記
を
施
さ
な
い
）

　
　

  

諸
の
衆
生
（
返
）
を
利
し
三
身
を
得
令
（
め
む
）
か
爲
の
、
故
に
（
以
下
略
）（
巻
第
一
・

　
　
　

東
大
寺
点
）

　

２
、
略
し
て
一
切
如
來
の
所
攝
の
眞
實
の
最
勝
の
秘
密
（
の
）［
之
］
法
を
説
（
く
）

（
巻
第
一
・
円
堂
点
）

　
　
　

略
し
て
一
切
如
來
の
所ｰ

攝
の
眞
實
の
最
勝
の
秘
密
（
の
）［
之
］
法
を
説
（
か
）
む

（
巻
第
一
・
東
大
寺
点
、「
説
」
字
左
傍
ニ
朱
仮
名
「
ク
」
ア
リ
）

な
ど
の
如
く
で
、
例
１
の
初
掲
例
は
、
資
料
中
に
擦
消
さ
れ
て
い
る
円
堂
点
に
従
っ
て
の
訓
読

文
で
、「
諸
」「
爲
」
の
壷
中
央
「
の
」、「
生
」「
身
」
の
壷
右
肩
「
を
」
の
星
点
や
、「
令
」
の

壷
右
下
の
線
点
「
か
」
が
擦
消
さ
れ
て
い
る
。
例
１
の
後
掲
例
の
方
は
、
東
大
寺
点
に
従
っ
て

訓
読
し
た
用
例
で
、
両
者
の
訓
読
は
一
致
し
て
い
る
。

　

例
２
の
円
堂
点
「
し
て
」「
の
」「
を
」
等
の
ヲ
コ
ト
点
は
擦
消
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
用
例
の
後
掲
の
読
み
下
し
文
の
如
く
、
本
文
に
は
重
ね
て
の
東
大
寺
点
の
「
し
て
」「
の
」

「
を
」
等
の
加
点
が
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、文
末
「
説
」
字
に
は
、ヲ
コ
ト
点
は
東
大
寺
点
「
む
」

の
み
の
加
点
が
あ
り
、
左
傍
に
は
朱
仮
名
「
ク
」
の
加
点
が
あ
る
が
、
左
傍
の
仮
名
「
ク
」
は
、

奥
書
に
よ
れ
ば
、
高
野
山
中
院
関
係
の
訓
点
と
思
し
い
。

　

こ
の
加
点
状
況
は
、
奥
書
に
あ
る
記
述
に
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
円
堂
点
の
擦
消
と
、

同
一
紙
面
に
重
ね
ら
れ
た
東
大
寺
点
の
加
点
状
況
の
実
態
が
問
題
で
あ
る
。
即
ち
、
保
安
四
年

の
伝
授
の
受
者
が
、
当
該
資
料
の
加
点
に
如
何
に
関
わ
っ
た
の
か
が
問
題
と
な
る
。
そ
の
こ
と

は
、
取
り
も
直
さ
ず
、
保
安
四
年
の
金
剛
頂
略
出
念
誦
経
の
伝
授
に
お
い
て
、
訓
読
語
に
関
わ

る
ど
の
よ
う
な
言
語
活
動
が
あ
っ
た
の
か
の
問
題
で
も
あ
る
。

　

金
剛
頂
略
出
念
誦
経
巻
第
一
の
奥
書
に
は
、
円
堂
点
の
加
点
と
、
東
大
寺
点
の
加
点
と
、
そ

し
て
、
高
野
山
中
院
流
に
関
わ
る
加
点
と
の
三
種
の
訓
点
が
施
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

が
、
少
な
く
と
も
保
安
四
年
奥
書
の
あ
る
伝
授
の
現
場
で
は
、
こ
の
三
種
の
訓
点
が
揃
っ
て
存

在
し
て
い
た
筈
で
あ
る
。
加
点
さ
れ
た
訓
点
に
関
し
て
の
直
接
の
出
自
の
情
報
が
確
認
さ
れ
る

の
は
、「
東
寺
大
經
藏
」
の
記
事
で
、「
三
十
帖
本
」
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
先

に
も
述
べ
た
通
り
、
こ
の
巻
第
一
の
朱
書
奥
書
の
解
釈
に
朧
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
当
時
の
具
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体
的
状
況
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
憾
み
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
原
本
の
状
況
は
、
先
ず
円
堂
点

の
加
点
が
さ
れ
て
か
ら
長
い
時
間
を
空
け
て
後
東
大
寺
点
が
加
点
さ
れ
、
更
に
左
傍
に
高
野
山

中
院
関
係
の
訓
点
が
順
次
別
人
の
加
点
が
な
さ
れ
た
と
言
っ
た
も
の
で
は
な
く
て
、
後
に
も
触

れ
る
が
、
円
堂
点
と
東
大
寺
点
の
朱
点
の
朱
色
に
濃
淡
が
あ
っ
て
、
厳
密
な
意
味
で
は
時
間
的

に
は
差
が
あ
る
も
の
の
、
硯
が
異
な
る
と
か
の
理
由
が
考
え
ら
れ
て
、
本
資
料
の
朱
の
訓
点
は

同
一
人
の
手
に
な
る
と
み
て
矛
盾
が
な
い
の
で
、
恐
ら
く
、
保
安
四
年
の
伝
授
の
受
者
が
、
伝

授
の
た
め
に
用
意
し
た
訓
点
資
料
で
あ
る
と
思
し
く
、
親
本
の
加
点
状
況
を
忠
実
に
移
写
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
と
仮
定
し
て
お
き
た
い
。

　

現
存
の
東
寺
観
智
院
蔵
金
剛
頂
略
出
念
誦
経
保
安
四
年
点
の
円
堂
点
は
、
擦
消
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
移
点
時
の
親
本
に
存
し
た
円
堂
点
の
擦
消
を
そ
の
ま
ま
写
し
取
っ
た

も
の
か
、
或
い
は
、
東
大
寺
点
と
の
区
別
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
伝
授
の
受
者
が
加
工
し
た

も
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
一
旦
加
点
し
た
円
堂
点
を
擦
消
す
と
い
う
営
為
は
、
一
見
実
に
手

間
の
か
か
る
移
点
作
業
で
あ
る
。
そ
の
意
図
を
忖
度
す
る
に
、
円
堂
点
と
東
大
寺
点
の
二
種
の

訓
読
を
識
別
し
よ
う
と
す
る
際
、
擦
消
の
方
法
に
従
わ
な
け
れ
ば
、
円
堂
点
に
庵
点
を
付
す
と

か
、
東
大
寺
点
に
合
点
を
付
す
と
か
の
方
法
を
採
る
こ
と
に
な
る
が
、
全
巻
に
亘
っ
て
比
較
的

稠
密
に
加
点
さ
れ
て
い
る
本
資
料
の
よ
う
な
場
合
は
実
に
煩
雑
な
作
業
と
な
る
し
、
秩
序
な
く

入
り
乱
れ
た
状
況
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
東
寺
観
智
院
蔵
金
剛
頂
略
出
念
誦
経
保
安
四
年
点
に

お
い
て
は
、
擦
消
と
非
擦
消
の
対
照
に
よ
っ
て
二
種
の
訓
点
を
識
別
す
る
方
法
に
従
っ
た
の
だ

と
見
て
お
き
た
い
。

　

巻
第
一
の
奥
書
に
は
、
円
堂
点
、
東
大
寺
点
の
他
に
、
左
傍
に
付
さ
れ
た
高
野
山
中
院
本
出

自
の
訓
点
が
存
す
る
。
右
の
例
２
に
も
少
し
触
れ
た
が
、

　

３
、一
切
如
來
の
大
乗
無
問
の
法
を
了
知
（
せ
）
不さ

（
る
か
）
爲
（
の
）
故
（
に
）。

（
巻
第
一
・
円
堂
点
）

　
　

  

一
切
如
來
の
大
乗
無
問
の
法
を
了ｰ

知
（
待
）（
せ
）
不
（
る
）
か
爲
の
、
故
（
に
）

（
巻
第
一
・
東
大
寺
点
）

　
　

  

一
切
如
來
（
の
）
大
乗
無
問
（
の
）
法
（
を
）
了
知
（
せ
）
不
ト
ヲ
爲モ
テ
ノ
故
（
に
）

　
　
　
　
　
　
（
巻
第
一
・
中
院
本
、「
爲
」
字
左
傍
朱
仮
名
「
モ
テ
ノ
」、「
不
」
字
左
傍
朱
仮

　
　
　
　
　
　

名
「
ト
ヲ
」）

右
の
例
３
は
、
初
掲
例
の
摺
消
の
円
堂
点
の
訓
読
と
次
掲
例
の
東
大
寺
点
の
訓
読
と
は
一
致
し

た
読
み
が
さ
れ
て
い
る
が
、中
院
本
の
加
点
出
自
と
思
し
き
左
傍
朱
仮
名
は
訓
読
語
が
異
な
る
。

中
院
と
は
訓
点
資
料
奥
書
に
見
ら
れ
る
多
く
の
例
で
は
、
中
院
僧
正
明
算
の
高
野
山
の
住
房
を

さ
す
。
奥
書
に
あ
る
「
中
院
本
」
が
即
、
明
算
の
訓
読
を
指
す
と
は
言
え
な
い
が
、
明
算
の
弟

子
達
も
時
に
は
、「
中
院
御
本
」
等
と
記
し
て
中
院
僧
正
明
算
の
資
料
を
も
利
用
し
な
が
ら
、

中
院
僧
正
点
を
使
っ
て
訓
読
を
行
っ
て
い
る
。
即
ち
、
巻
第
一
奥
書
の
「
中
院
本
」
は
、
高
野

山
の
中
院
関
係
出
自
の
資
料
で
あ
る
と
認
め
て
よ
か
ろ
う
。
中
院
関
係
の
資
料
は
、
栂
尾
高
山

寺
に
も
多
く
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る（
２
）が

、
仮
名
点
を
除
い
た
高
野
山
中
院
関
係
資
料
に
は
、
中
院

僧
正
点
の
加
点
が
あ
る
。
本
稿
に
取
り
上
げ
た
東
寺
観
智
院
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
経
保

安
四
年
点
に
は
、
積
極
的
に
中
院
僧
正
点
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
ヲ
コ
ト
点
の
加
点
が
な
い
。

奥
書
に
よ
っ
て
、
高
野
山
中
院
系
の
訓
読
が
、
東
寺
観
智
院
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
経
保

安
四
年
点
の
左
傍
に
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
は
確
認
さ
れ
る
が
、
こ
の
左
傍
朱
仮
名
に
対
応

す
る
ヲ
コ
ト
点
を
積
極
的
に
認
め
ら
れ
な
い
と
言
う
の
は
、
加
点
上
の
錯
綜
混
乱
を
避
け
よ
う

と
し
た
も
の
で
あ
る
と
解
し
て
お
き
た
い
。
本
資
料
に
あ
る
加
点
の
系
統
で
、
全
巻
に
亘
る
も

の
は
、
擦
消
さ
れ
た
円
堂
点
と
東
大
寺
点
の
加
点
で
あ
る
が
、
こ
の
二
種
の
識
別
は
擦
消
で
あ

る
か
否
か
で
区
別
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
東
大
寺
点
は
、
第
三
群
点
に
属
す
る
ヲ
コ
ト
点
で
、
高

野
山
中
院
で
使
用
例
の
多
い
中
院
僧
正
点
も
第
三
群
点
に
属
す
る
。
東
大
寺
点
と
中
院
僧
正
点

と
は
、星
点
に
お
い
て
壷
の
周
囲
の
四
隅
と
四
辺
に
は
等
し
く
左
裾
隅
か
ら
時
計
回
り
に
「
テ
・

ニ
・
ハ
・
ヲ
・
ト
・
ノ
・
キ
・
ミ
」
の
音
節
が
配
置
さ
れ
て
一
致
し
て
い
る
。
星
点
に
お
い
て

の
違
い
は
、
東
大
寺
点
が
壷
の
内
側
に
星
点
を
配
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
中
院
僧
正
点
で
は

壷
の
内
側
に
星
点
を
置
い
て
い
な
い
。
点
図
集
の
第
二
壷
以
降
の
線
点
や
鈎
点
で
は
両
者
の
間

で
の
出
入
り
が
甚
だ
し
い
。
東
大
寺
点
で
は
壷
の
内
側
に
も
ヲ
コ
ト
点
を
配
し
て
い
る
が
、
中

院
僧
正
点
で
は
基
本
的
に
壷
の
内
側
に
は
線
点
や
鈎
点
が
配
さ
れ
な
い
。
東
大
寺
点
の
場
合
の

各
壷
に
お
け
る
ヲ
コ
ト
点
の
配
置
は
、
壷
の
周
囲
に
は
、
四
隅
と
四
辺
の
中
央
に
置
か
れ
て
い

る
が
、
中
院
僧
正
点
に
お
い
て
は
、
各
壷
の
四
辺
に
は
中
央
の
み
で
は
な
く
て
、
複
数
種
の
ヲ

コ
ト
点
が
配
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
中
院
僧
正
点
で
は
星
点
も
四
隅
と
四
辺
の
間
に
置
か
れ
て
い

る
し
、
線
点
「
│
」
な
ど
も
右
肩
隅
か
ら
右
裾
隅
ま
で
「
ヘ
・
ス
ル
・
ツ
・
ヨ
リ
・
セ
」
の
五

つ
が
配
さ
れ
て
い
る
。
東
大
寺
点
と
中
院
僧
正
点
の
ヲ
コ
ト
点
の
出
入
り
は
甚
だ
し
い
も
の
で
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あ
る
が
、
訓
読
文
が
日
本
語
文
で
あ
る
以
上
、
中
国
語
文
に
は
殆
ど
現
れ
て
こ
な
い
助
詞
の
類

で
、
一
般
に
「
て
に
を
は
」
と
呼
ば
れ
る
格
助
詞
「
に
・
を
・
と
・
の
」、
接
続
助
詞
「
て
」

や
係
助
詞
「
は
」
は
、
訓
読
文
中
に
は
読
添
語
と
し
て
共
通
に
頻
出
し
て
、
こ
の
音
節
に
対
応

す
る
ヲ
コ
ト
点
の
位
置
が
等
し
い
。
即
ち
、
東
大
寺
点
も
中
院
僧
正
点
も
同
一
紙
面
上
に
、
同

一
の
朱
色
の
同
じ
手
の
ヲ
コ
ト
点
の
加
点
が
な
さ
れ
た
場
合
、
極
め
て
錯
綜
し
た
状
況
で
あ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
擦
消
で
あ
る
か
否
か
の
対
照
や
、
色
彩
の
違
い
、
庵
点
や
合
点
の
加
点

の
識
別
法
を
用
い
な
け
れ
ば
紛
ら
わ
し
い
こ
と
甚
だ
し
い
。
東
寺
観
智
院
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
中
略

出
念
誦
経
保
安
四
年
点
の
加
点
者
が
採
っ
た
中
院
本
の
訓
読
の
識
別
法
が
仮
名
点
の
左
傍
朱
仮

名
加
点
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。
後
段
に
も
記
す
が
、
東
寺
観
智
院
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念

誦
経
保
安
四
年
点
の
三
種
の
出
自
の
訓
読
は
、訓
読
に
相
互
の
異
な
り
を
見
せ
る
。
こ
の
事
は
、

訓
読
語
に
お
け
る
訓
読
法
や
語
形
、語
彙
語
法
な
ど
の
言
語
的
な
差
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
が
、

構
文
の
解
釈
に
よ
る
訓
読
法
の
違
い
や
充
当
和
訓
の
異
同
は
、
修
法
の
異
同
で
あ
っ
た
り
、
金

剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
経
の
理
解
の
問
題
で
あ
る
場
合
も
あ
っ
て
、
宗
教
史
的
な
問
題
を
孕
む

も
の
で
、
こ
の
点
に
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
東
寺
観
智
院
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
経
保
安
四
年
点
に
加
点
さ
れ
た
円
堂
点
と
東

大
寺
点
と
の
訓
読
に
は
、
円
堂
点
で
表
現
さ
れ
て
い
る
訓
読
語
を
、
そ
の
ま
ま
の
訓
読
語
で
東

大
寺
点
に
表
記
に
移
し
替
え
た
の
で
は
な
く
、
両
者
に
は
訓
読
語
の
異
同
が
存
し
て
い
る
。

　

４
、
身
口
意
相
應
し
て
歸
命
し
て
三
寶
（
を
）
礼
（
し
）
た
て
ま
つ
る
（
巻
第
一
・
円
堂
点
）

　
　
　

身
口
意
の
相
應
を
も
て
歸
命
し
て
三
寶
を
礼
（
す
）。（
巻
第
一
・
東
大
寺
点
）

右
の
例
で
は
、
円
堂
点
の
「
身
口
意
相
應
し
て
歸
命
し
て
」
の
訓
読
に
対
し
て
、
東
大
寺
点
で

は
「
身
口
意
の
相
應
を
も
て
歸
命
し
て
」
と
あ
っ
て
、「
相
應
」
の
サ
変
動
詞
に
よ
る
訓
読
で

あ
る
か
、
漢
語
名
詞
で
訓
読
す
る
か
の
違
い
が
あ
る
。
ま
た
、
文
末
の
待
遇
表
現
に
つ
い
て
の

読
添
語
が
異
な
る
。

　

５
、
金
剛
の
身
と
口
と
意
と
遍
（
く
）
三
界
に
は
滿
（
て
む
）
と
せ
む
者
は
能
く
自
在
の
主

　
　
　
（
と
）
爲
（
て
）
金
剛
界
を
演
説
（
す
）（
巻
第
一
・
円
堂
点
）

　
　
　

金
剛
の
身
口
意
、
遍
く
三
界
に
滿
せ
る
者の

能
く
自
在
の
主
（
返
）
と
爲
て
金
剛
界
を
演
説

　
　
　
（
し
）
た
ま
ふ
。（
巻
第
一
・
東
大
寺
点
）

例
５
で
は
、「
身
口
意
」
の
読
添
語
の
有
無
が
異
な
り
、「
滿
」
字
、「
者
」
字
の
読
添
語
と
、

文
末
の
敬
語
の
読
み
添
え
が
異
な
る
。

　

６
、
進
力
度
（
を
）
以
（
て
）
三
（
ひ
）
之
を
相
繞
（
せ
）
よ
（
巻
第
一
・
円
堂
点
）

　
　
　

進
力
度
（
返
）
を
以
て
三
ひ
之
を
相
（
ひ
）
繞
フ
。（
巻
第
一
・
東
大
寺
点
）

（「
繞
」
字
左
傍
ニ
ハ
朱
仮
名
「
ム
コ
ト
」
ア
リ
）

例
６
は
、「
相
繞
」
の
訓
読
に
関
わ
る
こ
と
で
、
円
堂
点
は
漢
語
サ
変
命
令
形
に
訓
読
し
た
と

思
し
い
が
、
東
大
寺
点
は
訓
読
し
て
「
相
（
ひ
）
繞
フ
」
と
和
訓
読
し
て
終
止
法
を
採
る
。

　

左
傍
に
は
朱
仮
名
「
ム
コ
ト
」
が
あ
っ
て
、
高
野
山
中
院
本
の
訓
読
法
を
示
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
左
傍
朱
仮
名
は
、
円
堂
点
、
東
大
寺
点
の
訓
読
は
例
６
の
文
末
で
終
止
す
る
と
こ
ろ
を
、

高
野
山
中
院
本
は
こ
れ
に
続
く
「
如
撃
甲
狀
」
に
続
け
て
、「
進
力
度
（
を
）
以
（
て
）
三
（
ひ
）

之
（
を
）
相
繞
（
せ
）
ム
コ
ト
甲
（
を
）
撃
（
つ
）
狀
（
の
）
如
（
し
）」
と
し
た
訓
読
を
示

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

７
、
觀
羽
（
を
）
以
（
て
）
金
剛
手
に
（
し
）
て
光
焔
あ
り
（
て
）
跋
折
羅
を
執
れ　

　
（
巻
第
一
・
円
堂
点
）

　
　
　

觀
の
羽
（
返
）
を
以
て
金
剛
手
の
光
焔
あ
り
て
跋
折
羅
を
執
レ
［
イ
、
執
る
］。

　
（
巻
第
一
・
東
大
寺
点
）

例
７
の
「
金
剛
手
」
の
左
傍
に
は
、
朱
仮
名
「
ニ
シ
テ
」
が
あ
っ
て
、
高
野
山
中
院
本
の
こ
の

部
分
の
訓
読
は
、
円
堂
点
に
等
し
い
。
こ
の
例
７
に
も
、
円
堂
点
の
訓
読
と
東
大
寺
点
の
訓
読

に
は
出
入
り
が
あ
る
が
、
東
大
寺
点
の
文
末
に
は
、
東
大
寺
点
内
部
に
命
令
法
と
終
止
法
と
の

異
同
が
存
在
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

　

右
に
は
、
三
種
の
訓
点
の
訓
読
語
の
異
同
を
掲
げ
た
が
、
読
添
語
、
音
訓
読
、
充
当
和
訓
、

訓
読
語
の
構
文
、
文
の
断
続
に
関
わ
る
句
読
法
な
ど
の
出
入
り
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

今
、稿
者
に
は
、東
寺
観
智
院
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
経
保
安
四
年
点
四
巻
の
全
体
に
亘
っ

て
の
訓
読
法
の
異
同
を
計
量
的
に
集
計
し
て
差
異
の
全
容
を
数
値
に
置
き
換
え
る
用
意
が
な
い

が
、
円
堂
点
と
東
大
寺
点
と
言
う
ヲ
コ
ト
点
法
の
差
異
は
、
円
堂
点
の
訓
読
語
を
そ
の
ま
ま
に
、

表
記
面
だ
け
を
改
め
て
の
東
大
寺
点
の
加
点
で
は
な
く
、
訓
読
語
そ
の
も
の
に
差
異
の
あ
る
状

況
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
多
く
の
例
を
掲
げ
て
は
い
な
い
が
、
明
確
な
事
実
と
し
て
指
摘
さ

れ
よ
う
。
そ
れ
に
高
野
山
中
院
本
の
訓
読
を
加
え
て
観
察
し
て
も
、
左
傍
朱
仮
名
は
、
円
堂
点
、

東
大
寺
点
と
も
異
な
っ
た
訓
読
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
三
者
の
訓
読
語
に
は
表
記
面
だ
け
で
は
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な
い
言
語
と
し
て
の
差
異
が
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
円
堂
点
と
東
大
寺
点
、
高
野
山
中
院
本
の
左
傍
仮
名
の
加
点
に
つ
い
て
、
今
一
度
、
加

点
の
実
情
を
推
定
し
て
お
く
。

　

８
、
其
の
契
は
觀
の
羽
を
以
（
て
）
金
剛
拳
を
結
（
ひ
）
願
方
便
慧
と
等
三
度
申
（
へ
て
）

　
　
　

即
（
ち
）
口
を
漱
（
く
）
應
（
し
）　
（
巻
第
一
・
円
堂
点
）

　
　
　

其
（
の
）
契
觀
の
羽
（
返
）
を
以
て
金
剛
拳
（
返
）
に
結
（
ひ
）
て
願
と
方
便
と
慧
等
三

　
　
　

度
（
返
）
を
申
（
へ
）
て
即
（
ち
）
口
（
を
）
漱
（
く
）
應
し
。　
（
巻
第
一
・
東
大
寺
点
）

の
例
で
は
、円
堂
点
の
平
仮
名
で
の
ヲ
コ
ト
点
表
示
の
「
其
の
・
契
は
・
觀
の
・
羽
を
・
金
剛
拳
を
・

慧
と
・
口
を
」
の
助
詞
等
の
ヲ
コ
ト
点
は
、
擦
消
さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
で
資
料
中
に
存
在
し
て

い
る
。
後
に
掲
げ
た
東
大
寺
点
の
訓
読
と
は
、「
金
剛
拳
」
の
採
る
格
助
詞
が
「
に
」
と
な
っ

て
い
て
円
堂
点
と
は
異
な
り
、
訓
読
語
上
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
が
、
摺
り
消
さ
れ
な
い
ま
ま

で
残
っ
て
い
る
円
堂
点
は
、
東
大
寺
点
に
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
朱
色
よ
り
も
若
干
濃
く
見
え
る
。

し
か
し
、
加
点
主
体
が
異
な
っ
て
い
る
と
言
う
確
証
は
資
料
内
に
は
見
出
し
て
な
い
。
巻
第
一

に
お
い
て
、
円
堂
点
の
擦
消
は
頻
繁
に
出
現
す
る
が
、
巻
第
二
以
降
の
巻
で
は
、
円
堂
点
の
加

点
箇
所
が
、
極
端
に
減
少
す
る
。

　

９
、［
爾
］
時
（
に
）
世
尊 

文
殊
師
利
摩
訶
菩
提
薩
埵
三
摩
耶
所
生
（
の
）
法
加
持
金
剛
三

　
　
　

摩
地
に
入
（
り
）
已
（
り
て
）
自
心
從
（
り
）
此
（
の
）
一
切
如
來
大
智
慧
三
摩
耶
の

　
　
　

一
切
如
來
心
（
と
）
名
（
く
る
を
）
出
（
つ
）。
即
（
ち
）
密
語
（
を
）
説
（
く
）

　
（
巻
第
二
・
円
堂
点
）

　
　
　
［
爾
］
時
に
世
尊
、
文
殊
師
利
摩
訶
菩
提
薩
埵
の
三
摩
耶
の
所
生
の
法
の
加
持
金
剛
三

　
　
　

摩
地
に
入
（
り
）
た
ま
ひ
、
已
（
り
て
）
自
心
從
（
り
）、
此
（
の
）
一
切
如
來
の
大

　
　
　

智
慧
三
摩
耶
を
出
（
て
た
ま
）
へ
り
。
一
切
如
來
心
と
名
（
く
）。
即
（
ち
）
密
語
（
を
）

　
　
　

説
（
く
）　
（
巻
第
二
・
東
大
寺
点
）

　
　
　
　

左
傍
中
院
本
朱
仮
名
は
、「
三
摩
耶
所
生
」
の
「
耶
」
字
左
傍
に
「
ヨ
リ
」、「
大
智

　
　
　
　

慧
三
摩
耶
名
一
切
如
來
心
」
の
「
耶
」
字
左
傍
に
「
ノ
」、「
名
」
字
左
傍
に
「
ル
ヲ
」。

例
９
は
巻
第
二
の
巻
頭
部
分
で
あ
る
が
、
円
堂
点
の
擦
消
は
、
傍
線
を
施
し
た
格
助
詞
「
に
」

と
「
の
」
の
二
箇
所
の
み
で
、「
大
智
慧
三
摩
耶
」
の
「
耶
」
字
へ
の
円
堂
点
加
点
擦
消
「
の
」

の
加
点
は
、
東
大
寺
点
で
は
「
を
」
の
加
点
が
あ
っ
て
両
者
で
構
文
を
こ
と
に
す
る
。

　

10
、
此
は
是
諸
の
如
來
の　

堅
牢
の
金
剛
縛
な
り
。　

若
（
し
）
一
切
の
印
を
爲ツ

ク

ル
に
、

　
　
　
　

速
疾
に
成
就
（
す
る
）
か
故
に　

三
摩
耶
極
（
め
）
て
難
（
け
）
レ
ト
モ　

羯
磨
能

　
　
　

く
超
度
す
。（
巻
第
二
・
東
大
寺
点
）

　
　
　
　

左
傍
中
院
本
朱
仮
名
は
、「
難
」
字
左
傍
に
「
ヲ
ハ
」、「
羯
磨
」
の
「
磨
」
字
左
傍
に
「
ヲ

　
　
　
　

モ
テ
」。

右
の
例
10
は
、
巻
第
二
中
の
五
字
句
の
偈
で
あ
る
が
、
東
大
寺
点
の
加
点
と
、
左
傍
中
院
本
朱

仮
名
の
加
点
は
あ
る
が
、
円
堂
点
の
加
点
は
一
箇
所
も
存
在
し
な
い
。

　

11
、
復
（
た
）
次
（
に
）
是
（
の
）
如
（
く
）、
思
惟
す
。
我
成
等
正
覺
未
（
た
）
久
（
し

　
　
　

か
ら
）［
未
］（
再
讀
）（
し
）
て
一
切
如
來
の
普
賢
（
の
）［
之
］（
朱
右
補
入
）
心
な
り
。

（
巻
第
二
・
東
大
寺
点
、「
成
」
字
ニ
ヲ
コ
ト
点
「
よ
」
ア
リ
）

　
　
　

復
（
た
）
次
（
に
）
是
（
の
）
如
（
く
）、
思
惟
（
す
）
ヘ
シ　

我 

等
正
覺
成
（
ら
）

　
　
　

ム
コ
ト
未
（
た
）
久
（
し
か
ら
）［
未
］（
再
讀
）
シ
（
て
）
一
切
如
來
（
の
）
普
賢
（
の
）

　
　
　
［
之
］（
朱
右
補
入
）
心
（
な
り
）
ト
。（
巻
第
二
・
左
傍
朱
仮
名
中
院
本
）

例
11
は
、
東
大
寺
点
と
左
傍
朱
仮
名
の
中
院
本
の
読
み
下
し
文
を
掲
げ
た
が
、
擦
消
の
ヲ
コ
ト

点
は
、「
未
」
字
の
上
辺
中
央
に
判
読
で
き
な
い
擦
消
跡
が
認
め
ら
れ
、「
久
」
字
に
句
点
、「
一

切
如
來
普
賢
」
に
は
「
一
切
如
來
の
普
賢
の
」
の
円
堂
点
の
擦
消
が
あ
る
。
ま
た
、文
末
の
「
心
」

字
に
は
「
と
」
の
加
点
が
あ
る
が
、「
成
」
字
に
返
読
す
べ
き
格
助
詞
な
の
か
、
右
の
中
院
本

の
訓
読
の
如
く
に
会
話
末
の
会
話
引
用
の
格
助
詞
な
の
か
は
不
分
明
で
あ
る
。
右
の
例
11
中
に

出
現
す
る
擦
消
点
は
、
そ
の
五
ヶ
所
に
留
ま
る
。

　

巻
第
四
は
、
巻
第
二
、
巻
第
三
に
比
べ
れ
ば
、
擦
消
の
円
堂
点
の
出
現
は
厚
く
は
あ
る
が
、

例
え
ば
、

　

12
、
菩
提
樹
下
（
に
）
於
（
い
て
）
最
勝
無
相
の
一
切
智
を
獲
得
（
す
）　（

巻
第
四
・
円
堂
点
）

　
　
　

菩
提
樹
下
（
返
）
に
於
（
い
）
て
最
勝
無
相
の
一
切
智
を
獲ｰ

得
（
し
た
ま
）
ヘ
リ
。　

（
巻
第
四
・
東
大
寺
点
、「
獲
得
」
字
ニ
「
む
」
ア
リ
）

　
　
　
　
「
獲
得
」
の
「
得
」
字
左
傍
に
朱
仮
名
「
セ
リ
」。

引
用
例
が
短
い
が
、
例
12
に
認
め
ら
れ
る
擦
消
円
堂
点
は
、
格
助
詞
「
の
」
と
「
を
」
と
を
認

め
る
だ
け
で
あ
る
。
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13
、
即
（
ち
）
此
の
偈
の
義
を
思
惟
（
せ
）
よ
。

　
　
　

諸
法
は
影
像
の
如
（
し
）　

清
淨
（
に
し
）
て
濁
穢
無
（
し
）　

無
取
の
無
可
の
説　

因

　
　
　

業
（
の
）［
之
］
所
生
な
り　

是
（
の
）
如
（
く
）
此
（
の
）
法
を
は
自
性
（
を
）
離

　
　
　
（
れ
て
）
依
（
る
こ
と
）
無
（
し
と
）
了
（
り
て
）
無
量
の
衆
生
（
を
）
利
（
す
）　

是　

　
　
　

如
來
（
の
）
意
よ
り
生
す　

（
巻
第
四
・
円
堂
点
）

　
　
　

即
（
ち
）
此
の
偈
の
義
を
思
惟
（
待
）
す
。

　
　
　

諸
法
は
影
像
の
如
（
く
）、　

清
淨
に
し
て
濁
穢
無
（
し
）。　

取
る
（
こ
と
）
無
く
、

　
　
　

説（
く
）可（
き
こ
と
）無（
く
）、　

因
業（
の
）［
之
］所
生
な
り
。　

是（
の
）如（
く
）、

　
　
　

此
（
の
）
法
は
自
性
（
返
）
を
離
（
れ
て
）
依
（
る
こ
と
）
無
（
待
）（
し
）
と
了サ

ト

テ
無
量

　
　
　

の
衆
生
を
利
（
す
）
る
、　

是　

如
來
（
の
）
意
よ
り
生
す
。

（
巻
第
四
・
東
大
寺
点
）

　
　
　
　

左
傍
中
院
本
朱
仮
名
は
、「
可
」
字
左
傍
に
「
コ
ト
」、「
利
」
字
左
傍
に
「
ス
」。

例
13
は
、
円
堂
点
の
加
点
が
比
較
的
厚
い
箇
所
で
あ
る
が
、
こ
の
偈
の
訓
読
は
、
東
大
寺
点
の

訓
読
と
の
出
入
り
が
あ
っ
て
、
異
同
箇
所
を
特
に
示
し
た
と
解
釈
し
て
矛
盾
が
な
い
。

　

か
か
る
状
況
に
つ
い
て
巻
第
一
か
ら
巻
第
四
の
四
巻
を
通
覧
す
る
と
、
擦
消
点
で
あ
る
円
堂

点
に
お
い
て
巻
に
よ
っ
て
の
加
点
の
粗
密
が
存
す
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
事
は
、
東
寺

観
智
院
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
経
保
安
四
年
点
四
巻
に
お
い
て
予
め
円
堂
点
が
四
巻
全
巻

に
亘
っ
て
密
度
が
均
等
に
加
点
さ
れ
て
円
堂
点
で
読
み
下
し
う
る
体
の
加
点
が
な
さ
れ
て
い
た

訳
で
は
な
く
て
、
基
本
と
な
る
ヲ
コ
ト
点
は
東
大
寺
点
で
、
こ
の
東
大
寺
点
と
異
な
る
訓
読
箇

所
を
中
心
に
一
度
円
堂
点
を
加
点
し
て
、
そ
れ
を
擦
消
て
東
大
寺
点
と
の
訓
読
語
の
差
を
示
す

そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
矛
盾
が
な
い
。
巻
々
に
よ
っ
て
の
加
点
方
針
に
は
揺
れ
が

あ
っ
た
と
考
え
て
も
良
か
ろ
う
。
即
ち
、
巻
第
一
で
は
円
堂
点
も
東
大
寺
点
も
丹
念
に
加
点
さ

れ
て
い
る
が
、
巻
第
二
・
巻
第
三
で
は
円
堂
点
は
比
較
的
祖
で
、
東
大
寺
点
と
の
異
同
箇
所
の

み
に
集
中
し
、
巻
第
四
で
は
、
異
同
箇
所
の
多
出
と
か
の
理
由
で
か
円
堂
点
の
加
点
が
厚
く
な

さ
れ
て
い
る
。

　

間
接
的
に
で
は
あ
る
が
、
保
安
四
年
の
伝
授
の
状
況
を
、
以
上
の
分
析
か
ら
推
測
す
れ
ば
、

伝
授
の
話
題
と
な
っ
た
の
は
、
円
堂
点
の
訓
読
語
と
東
大
寺
点
の
訓
読
語
と
、
そ
し
て
副
次
的

な
加
点
状
況
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
高
野
山
中
院
流
の
訓
読
と
が
対
照
さ
れ
て
行
わ
れ
た

と
見
て
よ
か
ろ
う
。
か
か
る
三
流
の
違
い
の
伝
授
が
行
わ
れ
る
、
そ
の
た
め
の
準
備
と
し
て
作

り
上
げ
ら
れ
た
訓
点
資
料
が
、
東
寺
観
智
院
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
経
保
安
四
年
点
四
巻

で
あ
る
と
見
て
お
き
た
い
。

　

こ
と
ば
の
問
題
と
し
て
は
、
一
つ
の
場
で
、
三
種
の
系
統
の
こ
と
ば
が
問
題
と
さ
れ
て
実
現

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
、
そ
う
し
た
言
語
の
場
の
生
成
は
、
所
謂
、
宗
派
流
派
の

こ
と
ば
が
単
純
に
単
流
と
し
て
展
開
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
て
、
混
淆
し
て
一
つ
の
言
語
場
で

表
現
さ
れ
、
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
現
実
を
理
解
し
た
上
で
、
言
語
の
享
受
と
か
伝
承
、
改
変

の
問
題
の
腑
分
け
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
言
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
一
時
代
の
言
語
の
共

時
態
に
お
け
る
訓
読
語
分
析
の
た
め
の
共
時
体
の
設
定
に
は
、
従
来
の
安
直
な
宗
派
流
派
の
単

位
の
発
想
を
捨
て
て
、
実
状
の
分
析
を
基
に
根
底
か
ら
考
え
直
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。

　
　
　

第
三
節　

東
寺
観
智
院
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
経
保
安
四
年
点
に
お
け
る
「
円
堂

　
　
　
　
　
　
　

点
」、「
テ
ニ
ハ
点
」
等
の
概
念

　

現
在
の
漢
文
訓
読
史
研
究
に
お
け
る
「
円
堂
点
」
や
「
東
大
寺
点
」、「
中
院
僧
正
点
」
の
用

語
の
示
す
概
念
と
し
て
は
、
専
ら
、
表
記
た
る
ヲ
コ
ト
点
を
指
し
示
す
も
の
で
、
言
語
の
表
記

上
の
問
題
に
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
。
即
ち
、
円
堂
点
と
言
え
ば
、
第
五
群
点
に

所
属
す
る
ヲ
コ
ト
点
で
、
点
図
集
等
で
は
第
一
壷
星
点
の
配
列
が
左
裾
隅
か
ら
時
計
回
り
に
左

上
隅
、右
上
隅
、右
裾
隅
順
に
「
テ
ニ
ヲ
ハ
」
と
配
列
さ
れ
た
形
式
の
ヲ
コ
ト
点
の
こ
と
を
言
う
。

ま
た
、
線
点
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
第
二
壷
の
左
裾
隅
か
ら
左
辺
中
央
、
左
肩
隅
、
上
辺
中
央
以
下

時
計
回
り
に
「
カ
・
ミ
・
ナ
・
ツ
・
キ
・
シ
・
ク
・
レ
・
フ
・
ル
・
メ
・
リ
・
ウ
・
ネ
・
ヒ
・
ヤ
・

マ
・
チ
・
ヨ
・
ヘ
・
ム
・
コ
・
ト
・
モ
・
エ
・
ソ
・
イ
・
タ
・
ラ
・
セ
・
ヌ
・
イ
・
ケ
・
サ
・
ス
・

ホ
」
と
線
点
一
つ
に
一
音
節
づ
つ
が
配
当
さ
れ
た
形
式
の
ヲ
コ
ト
点
を
指
す
。
音
節
と
対
応
し

た
符
号
体
系
の
種
類
の
一
つ
の
呼
称
で
、
文
字
に
準
じ
た
表
記
の
概
念
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
の
最
初
に
掲
げ
た
東
寺
観
智
院
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
経
保
安
四
年
点
巻
第
一
の

奥
書
に
は
、「
円
堂
点
」「
テ
ニ
ハ
点
」
と
「
中
院
本
」
の
呼
称
が
現
れ
る
。
再
度
、
巻
第
一
の
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奥
書
の
一
部
分
を
引
用
す
る
。

　　
（
朱
書
）「
本
円
堂
點
也
而
後
改
爲
テ
ニ
ハ
點

　
　
　
　

彼
付
三
本
者
東
寺
大
經
藏
三
十
帖
本
了

　
　
　
　
　
　

左
點
中
院
本
也
了

　
　
　
　
　
　

保
安
四
年
四
月
廿
九
日
傳
受
了
」

「
円
堂
點
」「
テ
ニ
ハ
点
點
」「（
左
點
）
中
院
本
」
の
三
語
は
意
味
論
的
に
は
類
義
語
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
る
と
思
し
い
。
諄
く
な
る
が
、
円
堂
点
は
、
テ
ニ
ハ
点
に
改
め
ら
れ
た
も
の
で
、

こ
れ
と
同
じ
レ
ベ
ル
の
概
念
の
語
と
し
て
、
中
院
本
が
現
れ
る
。
か
か
る
類
義
関
係
は
、
現
代

的
な
漢
文
訓
読
語
史
研
究
で
使
用
さ
れ
て
い
る
用
語
の
概
念
で
は
律
し
き
れ
な
い
の
で
あ
っ

て
、
現
代
的
な
漢
文
訓
読
語
史
研
究
の
用
語
の
概
念
を
拡
張
し
て
理
解
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
即

ち
、「
円
堂
點
」
や
「
テ
ニ
ハ
點
」
と
は
、
表
記
上
の
概
念
だ
け
で
は
、「
中
院
本
」
と
の
類
義

関
係
の
説
明
が
出
来
な
い
の
で
あ
っ
て
、「
三
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、「
円
堂
點
」「
テ
ニ
ハ
點
」

「
中
院
本
」
を
同
列
に
「
點
」
ま
た
は
「
左
點
」
と
言
っ
て
い
る
と
解
釈
し
な
け
れ
ば
整
合
性

を
失
う
。「
中
院
本
（
の
ヲ
コ
ト
点
）」
と
解
す
る
余
地
が
あ
ろ
う
と
す
る
論
に
対
し
て
は
、
東

寺
観
智
院
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
経
保
安
四
年
点
の
左
傍
に
加
点
さ
れ
て
い
る
の
は
朱
仮

名
で
、
む
し
ろ
中
院
本
の
点
と
し
て
指
し
示
す
も
の
は
実
態
と
し
て
は
仮
名
点
の
こ
と
で
あ
っ

て
、「
中
院
本
」
に
対
応
す
る
ヲ
コ
ト
点
の
存
在
の
確
証
は
、
東
寺
観
智
院
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
中

略
出
念
誦
経
保
安
四
年
点
の
内
部
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
即
ち
、「
円
堂
點
」「
テ
ニ
ハ
點
」「（
左

點
）
中
院
本
」
の
概
念
内
容
は
、
訓
点
の
意
で
、
表
記
面
は
勿
論
意
味
と
し
て
含
ま
れ
る
が
、

訓
読
語
と
か
訓
読
法
、
更
に
は
、
訓
点
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
文
脈
理
解
、
解
釈
上
の
説
の
意
味

ま
で
を
含
み
こ
ん
で
い
る
も
の
と
理
解
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
こ
の
奥
書
の
解
釈
が
腑
に
落
ち

て
は
行
か
な
い
。

　

実
は
、現
代
の
漢
文
訓
読
語
史
研
究
の
術
語
で
あ
る
、「
訓
点
」や「
点
」、そ
し
て「
ー
ー（
誰
々
）

点
」
と
い
っ
た
場
合
も
意
味
的
存
在
と
し
て
は
多
義
的
で
、
表
記
上
で
の
形
式
と
し
て
の
ヲ
コ

ト
点
や
文
字
と
し
て
の
仮
名
を
指
し
示
す
場
合
も
あ
る
が
、
言
語
表
現
全
体
を
意
味
し
て
使
わ

れ
る
時
も
あ
り
、
も
っ
と
抽
象
的
な
観
念
も
含
め
て
誰
々
の
説
と
い
っ
た
意
味
で
も
使
用
さ
れ

る
。
こ
れ
ら
の
語
は
、
論
文
中
と
か
の
文
脈
の
中
で
使
用
さ
れ
る
場
合
、
各
語
の
多
義
性
は
文

脈
的
意
味
と
し
て
限
定
さ
れ
る
。

　

先
に
触
れ
た
「
円
堂
點
」「
テ
ニ
ハ
點
」「（
左
點
）
中
院
本
」
が
、
こ
の
東
寺
観
智
院
蔵
金

剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
経
保
安
四
年
点
を
離
れ
て
、
記
述
し
た
如
く
現
代
語
と
比
較
し
て
広
い

意
味
で
広
く
使
用
さ
れ
て
い
た
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
用
例
を
収
集
し
て
意
味
記
述

を
行
う
必
要
が
あ
る
が
、
訓
点
を
用
い
て
訓
読
さ
れ
た
訓
読
語
は
、
形
式
的
言
語
面
だ
け
で
は

な
く
、そ
の
訓
読
語
に
よ
っ
て
紡
が
れ
る
内
容
的
観
念
や
思
想
性
に
ま
で
及
ん
で
い
た
も
の
で
、

思
索
の
筋
を
示
し
た
具
体
的
現
物
が
訓
読
語
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

漢
文
訓
読
語
史
研
究
は
、
所
謂
言
語
学
的
な
枠
組
み
に
封
じ
込
め
て
、
言
語
の
形
式
面
の
観

察
に
終
始
し
て
来
た
嫌
い
が
あ
る
。
し
か
し
実
は
、
語
彙
論
意
味
論
の
分
野
で
の
思
索
を
深
め

て
行
け
ば
、
言
語
を
用
い
て
語
ら
れ
る
観
念
内
容
や
、
思
想
に
ま
で
及
ば
ね
ば
、
語
が
実
例
と

し
て
使
用
さ
れ
る
文
章
に
即
し
た
実
証
的
意
味
記
述
は
不
可
能
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な

い
。
あ
る
語
の
意
味
記
述
が
、
蓋
然
性
高
く
十
分
に
評
価
で
き
て
、
記
述
結
果
が
妥
当
な
も
の

で
あ
る
と
い
う
評
価
を
得
た
め
に
は
、
仏
書
訓
点
資
料
に
お
い
て
は
宗
教
史
、
思
想
史
的
な
知

見
に
基
づ
く
必
要
が
あ
る
し
、
あ
る
い
は
、
語
の
意
味
分
析
を
通
じ
て
、
宗
教
史
、
思
想
史
的

な
知
見
を
深
め
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

　

現
状
の
漢
文
訓
読
語
史
研
究
の
実
状
は
、
こ
こ
に
記
す
語
彙
論
意
味
論
の
展
開
に
耐
え
う
る

だ
け
の
資
料
の
蓄
積
が
な
い
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
和
文
資
料
に
つ
い
て
は
、
コ
ー
パ
ス
の

作
成
が
盛
ん
で
、
大
量
な
る
蓄
積
が
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
漢
文
訓
読
語
資
料
の
根
本
と
成
る

中
国
古
典
文
に
つ
い
て
は
任
意
情
報
を
付
加
し
た
コ
ー
パ
ス
こ
そ
十
分
に
は
整
備
さ
れ
て
は
い

な
く
て
ど
の
よ
う
な
コ
ー
パ
ス
を
作
成
す
る
の
か
を
含
め
て
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
が
、
中
国

古
典
文
の
場
合
は
、
電
子
テ
キ
ス
ト
化
は
古
く
か
ら
着
実
に
進
ん
で
き
て
い
て
、
漢
字
一
字
が

一
語
で
あ
る
た
め
膨
大
資
料
を
対
象
に
一
語
で
の
検
索
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
漢
文
訓
読
語
史
研
究
者
が
、
宗
教
史
、
思
想
史
の
知
見
を
深
め
て
語
彙
論
意
味
論

に
立
ち
向
か
う
必
要
性
が
あ
る
に
し
て
も
、
自
ず
か
ら
限
界
が
あ
る
場
合
が
多
か
ろ
う
。
つ
ま

り
、
言
語
学
的
な
方
法
を
模
索
し
つ
つ
客
観
性
を
保
持
し
な
が
ら
語
形
の
面
か
ら
語
彙
論
意
味

論
の
構
築
を
目
指
す
の
が
漢
文
訓
読
語
史
研
究
者
の
本
領
な
ら
ば
、
宗
教
史
、
思
想
史
的
視
座
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を
念
頭
に
お
き
つ
つ
言
語
学
的
な
論
理
の
筋
を
通
す
必
要
が
あ
ろ
う
。
あ
く
ま
で
も
客
観
性
を

重
視
し
た
言
語
学
的
研
究
の
深
ま
り
の
先
に
あ
る
も
の
が
、
言
語
主
体
の
観
念
で
あ
り
、
思
想

に
繋
が
る
も
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
観
念
の
有
り
様
や
思
想
の
体
系
的
内
実
を
直
接
的
に
追

い
求
め
る
も
の
で
は
無
い
。

　

か
か
る
深
ま
り
を
漢
文
訓
読
語
史
研
究
、
特
に
語
彙
論
意
味
論
に
望
も
う
と
す
れ
ば
、
漢
文

訓
読
語
デ
ー
タ
の
プ
ー
ル
が
、
必
然
的
に
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
漢
文
訓
読
語
史
研
究
の
射
程

は
、
和
文
に
も
及
ん
で
、
和
文
語
と
の
比
較
に
よ
る
漢
文
訓
読
語
の
語
彙
特
性
が
論
じ
ら
れ
て

来
た
。
和
文
側
の
コ
ー
パ
ス
構
築
が
進
ん
で
い
る
状
況
に
お
い
て
、
漢
文
訓
読
語
史
研
究
の
主

資
料
た
る
訓
点
資
料
コ
ー
パ
ス
構
築
を
目
指
す
の
は
、
漢
文
訓
読
語
史
研
究
の
深
化
進
展
を
考

え
れ
ば
、
現
在
の
研
究
の
お
か
れ
た
実
情
か
ら
当
然
の
方
向
と
言
え
よ
う
。

　

漢
文
訓
読
語
史
研
究
に
必
要
と
な
る
訓
点
資
料
コ
ー
パ
ス
の
作
成
は
、
第
一
段
階
と
し
て
、

訓
点
資
料
か
ら
総
ル
ビ
の
訓
読
文
を
作
り
上
げ
る
事
に
始
ま
る
。
第
二
段
階
と
し
て
は
、
そ
の

総
ル
ビ
の
訓
読
文
の
単
語
分
割
と
一
語
一
語
に
情
報
を
付
加
し
た
、
所
謂
電
子
デ
ー
タ
コ
ー
パ

ス
の
作
成
と
な
る
。

　

第
一
段
階
の
総
ル
ビ
の
訓
読
文
作
成
に
は
、
訓
点
資
料
の
確
例
た
る
仮
名
点
加
点
の
語
彙
情

報
が
必
須
で
あ
る
が
、
現
状
で
は
如
何
に
も
貧
弱
で
あ
る
と
し
か
評
価
で
き
な
い
。
訓
点
資
料

の
語
彙
語
形
情
報
は
、
築
島
裕
博
士
に
よ
る
「
訓
点
語
彙
集
成
」（
平
成
十
九
年
二
月
〜
平
成

二
十
一
年
五
月
、
汲
古
書
院
）
の
刊
行
が
あ
っ
て
、
現
行
の
古
典
語
辞
書
類
は
、
す
べ
て
全
面

的
な
改
定
を
迫
ら
れ
て
い
る
て
、
研
究
史
の
エ
ポ
ッ
ク
と
な
る
業
績
で
は
あ
る
が
、
如
何
せ
ん
、

語
形
の
表
示
の
み
で
あ
っ
て
、
文
脈
の
支
え
が
な
い
。
総
ル
ビ
の
蓋
然
性
の
高
い
訓
読
文
作
成

に
は
、
不
十
分
で
あ
っ
て
、「
訓
点
語
彙
集
成
」
に
、
文
脈
を
付
け
る
必
要
が
あ
る
。
漢
文
訓

読
語
コ
ー
パ
ス
に
は
、
こ
の
総
ル
ビ
の
訓
読
文
作
成
の
た
め
の
文
脈
付
き
の
語
彙
収
集
か
ら
行

う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
よ
る
べ
き
雛
形
と
し
て
は
、
仮
名
書
き
本
の
コ
ー
パ
ス
作
成
も
参
考

に
な
ろ
う
。

　

文
脈
付
き
の
語
彙
集
成
を
作
成
し
た
後
に
は
、
そ
の
集
成
を
基
に
、
特
定
の
資
料
全
体
の
総

ル
ビ
の
訓
読
文
を
作
成
す
べ
き
で
あ
る
が
、
加
点
の
な
い
字
に
つ
い
て
の
充
当
語
形
の
選
別
が

問
題
で
、
こ
の
充
当
語
形
の
蓋
然
性
の
検
討
を
行
う
必
要
性
が
あ
ろ
う
。

　

第
二
段
階
と
し
て
の
問
題
は
、
技
術
的
な
点
に
大
き
な
壁
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ

ま
り
、
訓
点
資
料
の
訓
読
文
は
、
研
究
史
の
現
在
に
お
い
て
、
複
雑
な
組
み
方
を
し
て
作
り
上

げ
る
の
が
慣
例
的
に
な
っ
て
い
る
。
和
文
の
場
合
は
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
あ
る
の
が
普

通
で
あ
る
が
、
訓
点
資
料
の
訓
読
文
に
は
、
漢
字
、
片
仮
名
、
平
仮
名
が
使
わ
れ
る
。
記
号
符

号
類
も
複
数
種
使
わ
れ
る
し
、
ル
ビ
も
施
さ
れ
る
。
総
ル
ビ
の
訓
読
文
に
は
、
基
本
的
に
す
べ

て
の
漢
字
に
ル
ビ
が
施
さ
れ
て
、
そ
の
ル
ビ
に
も
、
片
仮
名
、
平
仮
名
、
時
に
、
漢
字
が
織
り

込
ま
れ
る
し
、記
号
符
号
類
も
使
わ
れ
る
。こ
う
し
た
訓
読
文
の
様
態
を
残
し
た
ま
ま
で
の
コ
ー

パ
ス
作
成
に
は
、
ク
リ
ア
す
べ
き
技
術
的
な
面
が
多
か
ろ
う
。
根
本
的
に
は
、
訓
読
文
の
表
記

法
を
単
純
化
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
元
の
訓
点
資
料
の
加
点
の
様
態
を
示
す
た

め
に
は
、
付
加
情
報
が
複
雑
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
作
業
は
、
一
通
り
で
は
終
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
ル
ー
テ
ィ
ン
の
螺
旋
的
繰
り

返
し
に
よ
っ
て
、
漢
文
訓
読
語
コ
ー
パ
ス
の
精
度
が
増
す
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

　

漢
文
訓
読
語
史
研
究
の
た
め
の
コ
ー
パ
ス
構
築
は
、
完
成
を
見
れ
ば
、
漢
文
訓
読
語
史
の
飛

躍
的
発
展
が
期
待
さ
れ
る
も
の
の
、
今
緒
に
付
い
た
ば
か
り
で
あ
る
と
言
う
べ
き
で
今
後
の

コ
ー
パ
ス
構
築
過
程
に
お
い
て
も
、
生
み
出
す
も
の
の
多
い
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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あ
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す
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